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平成1８年第３回定例会一般質問要旨

12月12日(火) 12月13日(水) 12月14日(木) 12月15日(金)

１ 栗 形 昭 一
(桜城会)

２ 三 上 優 一
(相政会)

３ 谷 川 政 人
(弘友会)

４ 工 藤 光 志
(自由民主党)

５ 工 藤 力
(公明･清友会)

６ 佐 藤 哲
(岩木会)

７ 越 明 男
(日本共産党)

８ 成 田 善 一
(新市政会)

９ 小山内 司
(弘友会)

10 安 藤 晴 美
(日本共産党)

11 石 田 豪
(新生会)

12 種 澤 武 美
(桜城会)

13 佐 藤 博 人
(岩木会)

14 福 士 博 嗣
(社会民主党)

15 工 藤 榮 弥
(無所属)

16 一 戸 兼 一
(弘友会)

17 石 田 久
(日本共産党)

18 石 岡 千鶴子
(新市政会)

19 齊 藤 爾
(岩木会)

20 藤 田 隆 司
(社会民主党)

21 竹 谷 マツ子
(岩木会)

22 山 谷 秀 造
(公明･清友会)

23 松 橋 武 史
(自由クラブ)

24 加 藤 とし子
(社会民主党)

25 三 上 靖 男
(岩木会)

１２月１２日（火）

〇 栗 形 昭 一 議 員

１ 市道の拡幅整備について。

（１）市道山越・夏川線は相馬川の左岸

沿いにあり、産業、教育、救急な

ど日常生活上、多様に利用されて

いる道路である。この路線の拡幅

整備について伺う。

２ りんご公園の運営について。

（１）新市の観光・りんご産業などに、

りんご公園を今後どのように生か

していくのか。

３ 財団法人の組織及び運営について。

（１）(財)星と森のロマントピアそうま

の組織と今後の運営について。

〇 三 上 優 一 議 員

１ 教育行政について。

（１）いじめ問題の弘前市立小中学校の

実態について。

（２）いじめの定義は、どのように決め

ているのか。

（３）インターネット・携帯メールなど

への書き込みいじめもあるのか。

（４）教師への指導のための研修会など

行っているのか。また、いじめ報

道後教師の変化はないか。

（５）いじめの解決事例と、生徒・父母

の方々にいじめ防止をどのように

呼びかけているのか。

２ 御所温泉について。

（１）水質検査は年何回実施し、業者指

定はどこがするのか。

（２）水質検査でレジオネラ属菌が検出

されたが菌発生の原因は何なのか。

（３）原因の一つに入浴者の増加と入浴

マナーの欠如が考えられるが対策

はあるのか。

（４）老人無料入浴者の増加についての

対応は。

３ 農業行政について。

（１）りんご所得向上に向けた輸出の強

力な推進を。

（２）りんご加工の再検討と消費拡大対

策について。
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〇 谷 川 政 人 議 員

１ 放課後子どもプラン事業について。

（１）放課後子ども教室推進事業の今後

の取り組みについて。

（２）放課後児童健全育成事業の現状と

課題について。

２ カラーバリアフリー対策について。

〇 工 藤 光 志 議 員

１ 医療制度の充実について。

（１）検診医療の対策について。

（２）検診車について。

（３）検診率について。

（４）保健師増員について。

２ 入札制度について。

（１）本市における入札制度の変遷につ

いて。

（２）入札業者のランク付について。

（３）工事予定価格について。

（４）最低制限価格について。

（５）電子入札制度導入について。

３ 教育行政について。

（１）長期にわたる病気休職の実態につ

いて。

（２）小中学校におけるいじめの実態と

対策について。

（３）スポーツ少年団活動といじめの関

連性について。

４ 老朽化した児童館の整備計画につい

て。

５ 市道の改良及び整備における信号機

設置について。

６ 農業政策について。

（１）集落営農体系の設置状況について。

（２）備蓄米削減政策による生産者の精

神影響について。

〇 工 藤 力 議 員

１ いじめ・自殺の防止対策について。

２ 中心市街地活性化基本計画の策定に

ついて。

３ 除雪対策について。

〇 佐 藤 哲 議 員

１ 歴史的文化遺産の保護について。

（１）弘前城公園の松並びに岩木山神社

に至る松並木の管理状況と今後の

あり方について。

（２）高照神社の宝物管理について。

２ 福祉行政について。

（１）国民健康保険料の収納状況と未納

者への対応について。

（２）弘前市医師会の検診車の更新につ

いて。

（３）救急輪番制への取り組みについて。

（４）市職員のメンタルヘルスへの対応

について。

３ 農業振興策について。

（１）わい化改植事業の実施時期につい

て。

（２）国の進める新農業政策への市の対

応について。

〇 越 明 男 議 員

１ 雪対策について。

（１）市民からの苦情処理について。

（２）徹底した除排雪について。

（３）(仮称)地域除雪センター設置につ

いて。

（４）財政の充実を。

２ 弘前市国民保護計画素案について。

３ いじめ問題について。

４ 雇用と労働について。

（１）非正規雇用労働者の急増について。

（２）労働状態について。

５ 弘前市職員福利厚生会における市交

付金返還について。
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１２月１３日（水）

〇 成 田 善 一 議 員

１ 教育行政について。

（１）幼稚園の満３歳児年度途中入園に

ついて、当局の見解を問う。

（２）当市私立幼稚園教材費補助金の運

用について、当局の見解を問う。

（３）小学校・中学校に配付予定の防犯

用盾についての効果を問う。

（４）教育現場における｢いじめ｣の実態

把握について、当市の現状を問う。

２ 農林行政について。

（１）当市における商標登録申請中の農

産物について、今後の見通しを問

う。

（２）果樹共済のりんご指定品種に対す

る不満の声を聞くが、当局の見解

を問う。

〇 小山内 司 議 員

１ 農業問題について。

（１）経営安定化対策について。

（２）土壌改良について。

（３）担い手育成について。

２ 都市問題について。

（１）土地利用計画について。

（２）新市の都市計画区域及びマスター

プランについて。

（３）中心市街地について。

〇 安 藤 晴 美 議 員

１ 障がい者自立支援法について。

（１）応益負担、支援費報酬額の日額払

い方式の改善を国に求めること。

（２）10月以降の本格実施による影響調

査について。

（３）自治体独自の支援策について。

２ 第四中学校の校舎建てかえ計画につ

いて。

３ 幼稚園の現状と就園援助事業の拡充

について。

４ 市民の安全対策について。

（１）弘南電鉄富士見台付近踏切の遮断

機設置について。

（２）町田字舘田付近の県道における防

雪さくの設置について。

（３）新寺町｢弘前市保存樹木指定｣の影

響下にある家屋の安全対策につい

て。

〇 石 田 豪 議 員

１ クサギカメムシの防除対策について。

（１）岩木山を含む山手一円に寄生する

クサギカメムシの防除対策はでき

ているか。

（２）全国的にはどの程度分布している

か。

（３）市としてのストップ・ザ・クサギ

カメムシの考えを示せ。

２ ＡＬＴ(アシスタント・ランゲージ・

ティーチャー)について。

（１）当弘前市のＡＬＴの現況は。

（２）市内小学校からも相当ＡＬＴの要

望があると聞いているがどのよう

に考えているか。

（３）青森市、八戸市等の現況はどのよ

うになっているか。

（４）小学校に英語の授業を国では議論

されているが市教育委員会の考え

はどうか。

３ 庁舎内のトイレについて。

（１）洋式、和式の割合と数は。

（２）高齢化社会に適応しているか。ま

た、今後の整備計画はあるか。

４ 弘前市交通情報板について。

（１）旧岩木町が２年前に県道関ヶ平五

代線に設置した電飾の掲示板に死

亡事故の表示日数がなくなったの

はどうしてか。
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５ 合併特例債について。

（１）合併特例債の充てる10年計画の事

業の詳細はできているか。

（２）特例債が合併後今までに充てられ

たソフト・ハード事業はどのよう

なものか。また、近い将来特例債

が充てられるものは。

〇 種 澤 武 美 議 員

１ 成熟した行政のここが慣熟し過ぎて

ないか。自治制度が成立して60年を

迎えた今日、客観情勢からするとな

れ過ぎによる制度疲労から運営体制

に劣化現象が起きてないか。

（１）漫然の防止策が必要ないか。地方

公務員として初心に抱えた希望と

決意にあったエリートとして、ま

た指導者としての意義が薄らいで

漫然と時を過ごす向きがないか。

（２）あるべき姿に近づける意識の高揚

を図るべきでないか。みずからが

行政組織の一員としての存在確認

(自己点検)を求めては。

（３）理想の姿を行政にかかわる者みん

なで念じて、思いを共有すべきで

ないか。自治制度60年を経た今日、

制度疲労が進んでないか、点検が

必要でないか。

（４）行政のかかわりが広範かつ多岐に

及ぶ今日、高度な文明の世を謳歌

したが、世相からすると財政に限

らず、従来の延長線では立ち行か

ないと思うが、どのように考えて

るか。

〇 佐 藤 博 人 議 員

１ 都市計画区域の見直しについて。

（１）合併後の岩木・相馬地区への市街

化区域の編入の予定と計画は。

（２）駒越地区土地区画整理事業の進め

方と国・県との協議と対応を伺う。

２ 教育行政について。

（１）学力向上のための各校の取り組み

と行政の指導は。

（２）本来の校舎の配置と教室の形態、

形式はどうあるべきか、本市の考

えを問う。

１２月１４日（木）

〇 福 士 博 嗣 議 員

１ 除排雪について。

２ 地域の産業振興の具体的推進につい

て。

３ 教育行政について。

（１）教育委員会制度の見直しについて。

（２）学校評議員制度の現状について。

〇 工 藤 榮 弥 議 員

１ 新年度予算と市長の選挙公約につい

て。

（１）農業振興の具体策について。

（２）農業と他産業との関連政策につい

て。

〇 一 戸 兼 一 議 員

１ 教育行政について。

（１）運転免許試験の日曜日実施につい

て。

（２）市民プール建設について。

（３）給食費等の徴収について。

（４）幼保一元化への取り組みについて。

２ 町の緑について。

（１）町中の河川整備について。

（２）松くい虫の対策について。

３ 平成19年度予算編成の基本方針につ

いて。

（１）経済活性化への取り組みについて。

（２）自治基本条例の制定について。
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〇 石 田 久 議 員

１ 七つの中学校体育館に暖房設備の設

置について。

２ 地域医療について。

（１）療養病床の削減と高齢者の実態に

ついて。

（２）リハビリの日数制限の実態につい

て。

（３）市立病院と救急輪番制の実態につ

いて。

３ 介護保険制度について。

（１）利用料の市単独の減免制度につい

て。

（２）軽度者に対する車いす、介護ベッ

ド等の利用の状況について。

（３）包括支援センターについて。

４ 生活保護行政について。

５ 国保料の実態について。

〇 石 岡 千鶴子 議 員

１ 医療行政について。

（１）デジタル検診車と保健センター内

の整備について。

（２）救急医療輪番制について。

（３）保健師、看護師の養成について。

２ 公衆衛生について。

（１）相馬老人福祉センター御所温泉の

レジオネラ属菌汚染について。

３ 福祉行政等について。

（１）障がい児の日中一時支援について。

ア 送迎加算について。

イ 持続可能な単価について。

（２）障がい者の雇用について。

４ 土木行政について。

（１）歩道の融雪整備について。

〇 齊 藤 爾 議 員

１ 虐待・いじめと教育行政について。

（１）虐待・いじめの現状及び市側の認

識について。

（２）虐待された子供たちや保護施設に

対する市の対応。

（３）いじめの防止策についての市の対

応。

２ 住民基本台帳について。

（１）大阪高裁判決を受けての市の対応。

（２）住基ネット違憲判決についての市

の見解。

３ 市長の歴史認識について。

（１）過去に日本がアジア諸国に対して

行った戦争に対する市長の認識。

１２月１５日（金）

〇 藤 田 隆 司 議 員

１ 相馬市長が考える弘前市が全国に誇

れる物・事・人物についてとその活

用策について。

２ 市民所得向上を目指す具体的な施策

について。

３ 教育行政の推進について。

（１）児童・生徒の｢生きる力｣と｢人間

力｣を育成する教育推進について。

４ 社会福祉・地域医療の充実について。

（１）市民に対する福祉サービスの情報

提供充実と相談や苦情の問題解決

の施策強化について。

（２）｢かかりつけ医｣の普及と市民に不

安のない第二次救急医療体制の確

立について。

５ 道路の整備について。

（１）市内の慢性的交通渋滞地区の渋滞

解消について。

（２）都市計画道路３･４･５号上白銀町

新寺町線の整備と無電柱化推進に

ついて。

６ 相馬市長公約の弘前公園の有料化見

直しと60歳以上の無料化について。
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〇 竹 谷 マツ子 議 員

１ 冬期間の除排雪対策について。

（１）除雪出動基準を見直すべきと思う

が見解を問う。

ア 車両の交通量が多い地域と交通

量の少ない地域を精査して対策

を講じるべきと思うが見解を問

う。

イ 除雪が適正か不適正かの評価員

を町会住民や交通関係者から選

定し除雪対策に反映させる方策

も必要と思うがその考え方を問

う。

（２）今年の除排雪請負入札について。

ア 落札率が下がったとされており

ますが、それぞれの工区におけ

る契約額は昨年と比較してどう

なっているのか。

イ 道路パトロールの係員の人員構

成に職員以外の方が入っている

のか。

〇 山 谷 秀 造 議 員

１ 当市の財政状況と2007年度予算編成

について。

（１）歳入決算額構成比の推移と歳入の

今後の方向性について。

（２）地方債の償還について。

（３）農業振興に対する予算編成の取り

組みについて。

（４）教育予算編成の取り組みについて。

（５）地域経済の活性化に向けた予算編

成の取り組みについて。

（６）住民福祉の充実に向けた予算編成

の取り組みについて。

２ 市営住宅の整備について。

（１）市営住宅の今後の建てかえ計画と

耐用年数について。

（２）市営住宅の管理体制について。

（３）手すりの設置について。

〇 松 橋 武 史 議 員

１ 議員定数削減について。

２ 除排雪の新体制について。

３ 弘前市まちづくり振興基金について。

〇 加 藤 とし子 議 員

１ 行政と市民、協働による除排雪の取

り組みについて。

２ 福祉行政について。

（１）生活保護の不正受給の状況と対応

について。

（２）生活保護のかわりになるという｢リ

バースモーゲージ制度｣について。

３ ｢放課後子どもプラン｣の取り組み

について。

４ いじめの早期発見と防止対策につい

て。

５ ごみ減量と資源化について。

（１）新聞・雑誌の拠点回収、再生資源

回収運動の状況と今後の展望につ

いて。

（２）弘前地区環境整備センタープラザ

棟の活性化について。

〇 三 上 靖 男 議 員

１ アップルロードの改修について。

２ 下水道事業について。

（１）事業の進捗状況について。

（２）合流区域の改善について。

（３）改修・更新計画について。

（４）汚泥の処理計画について。

３ 史跡の指定について。




